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論文内容の要旨

有限次元ベルトル空間V に連結コンパクトリー群K が線型群として作用しているとき， v と K との

半直積群G を運動群という。 vの指標5 からの Gへの誘導表現を u" とする。 G上の可積分関数 f のフ

ーリェ変換を TAg) = J cf(g) U~dg によって定義する。 B を L2(K) 上の有界線型作用素のなすバナッ

ハ空間とすれば， Tfは V の双対空間す上のB値関数である。本論文においては ， G 上の無限回微分可

能かつ台がコンパクトな関数の全体 C~(G) およびG上の急減少関数の空間&(G) (定義は後述)のフー

リエ変換による像が決定される。

ムを Kのカシミール作用素， R を Kの右正則表現とし，かをすの複素化とする o a>o に対しQ(a)=

- Hx, k)EG;xEV, Ixl 壬 a ， kEKI とおく， N を非負整数全体とする。

定理.v上のB 値関数T がsupp(f)CQ(a) なるfε Ç!;;'(G) のフーリエ変換であるための必要十分条件

は T が次の条件(1 )~~佃)をみたすことである: (I )T は令上のB値整関数に拡張される， (II)VcJ:の任意の
の K不変多項式関数 p および任意のI!， m εN に対して， 11 p(t) ムeT(t) ム m 11 壬 C~， mexp a I Imt I , (t 

εVC ) ，をみたすC~， m芝 O が存在する，叩げ壬意の kεK に対して T(kt) = Rk T( t) R~j。

k l を K のリ一代数， Y 1 ，・・・， Yσ( ò'=dim K) を k の基底， m E Nó'に対し， y(m)= Y~~.. y~6 とおく。

入， μ をそれぞれG の左むよび右正則表現の微分表現とする。

s = S (G) を fεc∞( G) かつ任意のαεNn ， βEN ， m ， m'ENó'に対して， 72f(f)=ffLG|(1十 lx 12)β 

(D~入 (y(m)) 入 (y(m')) f)( x , k) 1く+∞ となる f の全体とする。次に S をす上の B値C∞関数であって，

任意のαEN n ， ﾟE N, m ， m'ε N ó' に対して Î'~'~'(T) =su~1j (1 + I 引 2)βy(m) D~T(g) y(m') 11 <+∞と
5εV /'.. 

なり， T(k g) = Rk T(g) Rk¥ (k E K) をみたすTの全体とする。 s およびS はそれぞれセミノルム
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{Y~': }および {Y~': }によってフレッシェ空間となる。

定理 フーリェ変換 f → Tf'ま S と sとの聞の位相同型を与える。

K が単位群のときは上記フーリェ変換はユークリッド空間の通常のフーリェ変換であり，第一の定

理はペイリー・ウィーナーの定理の，第二の定理はシュヴァルツの定理の拡張となっている。 G上の

両側K不変関数に対するフーリェ変換はフーリェ・ベッセル変換を含む。

論文の審査結果の要旨

連結なコムパクトソ一群Kの表現が有限次元ベクトル空間V上に与えられる， V と Kの半直積群G

を得る。 G を運動群と呼ぶ。 vの指標t から Gのウニタリー表現u'"が誘導される。 G上の可積分関数

f のフーリェ変換が

Tメ ç) = f G f(g) U'"(g) dg 

により定義される。 Tfは V の双対空間V より ， L 2(K) 上の有界作用素の作る空間への写像である。

本論文では，運動群G上の無限回微分可能でコムパクトな台をもっ関数全体C~(G) ，およびG上の

急減少関数の空間S(G) の上述の意味のフーリェ変換による像の特徴づけ，決定を与えている。

C~(G) の場合:す上のBに値をもっ関数T がある fEC~(G) のフーリェ変換となるための条件は

(1) T ，iVc の整関数に拡張され， (2)各tEVC に対し ， T( t) C∞ (K) CC∞(K) で， K上のラプラス作用素

ムと干上のK- 不変多項式 lご対するある種の不等式条件をみたし， (3lR を K の右正則表現とするとき，

T(kt) =RkT(οRj; I( tEVC ) ，なる 3 条件であることが示されている。

S(G) の場合: S(G) の像玄のみたすべき条件カ涼され，更に， S のある標準的位相に関し， S (G) と玄

とが位相同型なることが示されている。

以上の結果はK= {e} として， Payl ey-W i ener の定理， Schwartz の定理を含んで、いる。

以上の様に，本論文はある種のリ一群上のフーリェ変換の特徴づけを与えたもので，理学博士の学

位論文として十分価値あるものと認める。
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